
シルバーリハビリ体操
　　　　　　指導者交流会開催

　体操指導者の交流会が、９月１２日（土）七ツ森地域交流セン

ターの多目的ホールで１９名が参加し開催されました。ホールは

雫石町をはじめとする岩手県産の木材をふんだんに使用し、薪ス

トーブを中央に配置した天井高の素晴らしい施設でした。

　体力測定では「開眼片足立ち」で左右とも３分を超え、さすが

指導者と思わせる方もおりました。

体操のやり方指導は、活発に意見が出て熱のこもった時間となり

ました。また、指導者の田中律子さんから、おいしいコーヒーの

提供もあり、和やかな雰囲気の中で終了しました。

　今年はコロナ禍で、体操参加者の交流会が中止になる等しまし

たが、指導者の親睦が深まり、情報の共有が出来た有意義な交流

会であった思います。
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　去る９月２５日（金）、今年度の３級指導者養成講習会が

終了し、雫石町４名と西和賀町２名の合計６名の新指導者が

誕生しました。講習会は雫石町総合福祉センターを会場に、

雫石町と西和賀町の合同で開催され、雫石町は地域包括支援

センター、西和賀町は健康推進課の職員さんが統括し、両町

の１級指導者（住民）が講義しました。

◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈

　講習日程は５日間で、解剖運動学の講義と実技指導の内容

で行われ、加えていわてリハビリテーションセンターの大井

理事長による進む超高齢社会の中で『なぜシルバーリハビリ

体操が必要か』のお話と神経学の講義があり、参加者から

は「大変勉強になり良かった」との感想がありました。また、

両町の職員さんによる「地域における活動の展開」の説明が

あり、参加者に現状を知っていただく時間となりました。

◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈

　シルバーリハビリ体操の講義の様子は、１級指導者は今回

２回目の実施で、今までの経験を活かしながらの対応でした。

解剖学・実技において、一生懸命に取り組み講義しました。

参加者も日ごとに集中の様子で、最終日の実技指導の時には、

全員が見事に体操の手順・注意点・効果を説明し、指導して

いました。この時は、１級指導者達も気持ちが『ホッ ! 』と

した瞬間でした。その後、岩手県知事名の入った認定証を全

員が受け取り終了しました。

◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈

　今回の講習会は、新型コロナ感染拡大防止の対応をとりながらの開催のため、嚥下体操が出来なかった

ことが心残りでした。

　新指導者は今後、それぞれの地域で先輩指導者と一緒に活躍されることと思います。
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